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六七
二
　
最初の政治パンフレット
１
　
政治の動向とスウィフト
　
博士号を取得して二カ月後の一七〇一年四月に、スウィフトはバークリー伯に同行してイングランドへ渡った。
バークリーがイングランドへ行ったのは、前年の一二月にウィリアム三世が内閣を改造し、アイルランド総督が新たに就任したが、それに伴ってバークリー アイルランド控訴院判事を解任され、本国に召還されたからであ
る
（（
（
。
彼が控訴院判事に任命さ たのは一六九九年、在任期間はわずか一年半あまりであった。　
他方、スウィフトがイングランドへ行ったのは、主としてウィリアム・テンプルの遺稿集の出版に関してであっ
た。スウィフトはテンプルの死後、渡愛するまでのしばらくの 、サリー州ムーア・パークにとどまってテンプルの『雑纂
 第三部』 （
M
iscellanea, P
art III, （70（ ）を編纂する仕事をしていた。その出版に向けての進捗状況を確認す
ることが、今回のイングランド行き 主たる目的であった。成人してから四度目の渡英である。海を渡ったスウィフトは、イングランド中部のレスターで住む母親を訪ねたあとロンドンへ向かった。ロンドンでは、一七〇一年五月から九月まで滞在しているが、ちょうどその頃、イングランドの政局 大きく揺れ動いていた。そしてそ は、スウィフトに政治への関心を強めさせ、最初の政治パンフレット『アテネとローマにおける貴族・平民間の不和抗争』 （
A
 D
iscourse of the C
ontests and D
issentions betw
een the N
obles and the C
om
m
ons in A
thens and R
om
e, （70（ ）
を執筆させるきっかけを与えるものとなった。本節では、スウィ トの政治パンフレットを考察す 前提として、まずこの時期の政治の動向 見ておこう。
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⑴
　
党派抗争
　
よく知られているように、ウィリアム三世とアン女王の治世（一六八九―一七〇二、一七〇二―一四）は、トー
リとウィッグが、議会のみならず世論をも巻き込んで激しい対立を繰り広げた「党派抗争」 （
rage of party ）の時代
であっ
た
（（
（
。改めて言うまでもなく、 「政党」 （
party ）が本格的に登場したのは一六七〇年代から八〇年代のことであ
る。チャールズ二世の弟でカトリック教徒であるヨーク公ジェイムズを王位継承者から排除することを目的とした「王位継承排除法案」 （
E
xclusion B
ill ）が議会に提出されたとき、法案に反対する「嫌悪派」 （
A
bhorrers ）と、そ
れを支持する「請願派」
P
etitioners ）が誕生した。そして互いに相手を、つまり請願派は嫌悪派をトーリ（
T
ory ） 、
嫌悪派は請願派を ウィッグ
W
hig ）と呼んだ。このトーリとウィッグは、もともとは侮蔑的な呼称であった。
すなわち、トーリとはアイ ランド語で盗賊や無法者を意味す
toraidhe
に由来する言葉で、卑しめの感情を伴った
蔑称であった。 また、 ウィッグとはスコットランドにおける長老派勢力の反乱分子を指して用いられた
w
higgam
ore
（スコットランド語で牛追いの意）の短縮形で、王権に対する反逆者を意味する侮蔑語であった。したがって、両党とも相手から否定的な評価しか受けていなかったが、二大政党の原型はまさしくここにあり、トーリとウィッグの出現から「最初の政党時代」 （
first age of party ）が始まるのであ
る
（（
（
。
　
しかしながら、 このような経緯で誕生した政党ではあるが、 のちの政党のように組織化された政策集団ではなかっ
た。それは恩顧や縁故などで結びついた人脈集団にすぎず、綱領や党則といったようなものはいまだなかった。それゆえ、この時代のトーリとウィッグを後世の近代政党 同一視すべきではな 。にもかかわらず、それらが単なる徒党（
faction ）とは異なって、依拠する理念や原則があったことは事実である。換言すれば、両党の社会的基盤
には際立った差異はなかった のの、 ーリは伝統的秩序観を持ち、王位 世襲制、王権に対する服従、国教会体制の擁護などを基本原則としていた。それに対してウィッグは、社会契約説や抵抗権理論に立脚しながら、王権の
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六九
制限、議会の重視、宗教的寛容などを主張していたのであ
る
（（
（
。
　
前述の王位継承排除法案について言えば、結局のところトーリが勝利し、ヨーク公がジェイムズ二世として即位
した。 しかし王のカトリック化政策が強化されると、 トーリはジェイムズへの警戒心を強めてしだいに離反していった。そして一六八八年、王権に対する忠誠よりも国教会体制の護持を優先させて、ウィッグとともに名誉革命を成し遂げたのであった。　
即位したウィリアム三世は、トーリとウィッグのどちらにも偏らず、双方のバランスに配慮した人事を行った。
いわゆる「混成内閣」 （
m
ixed m
inistry ）であ
る
（（
（
。そのためかつてのような党派抗争は沈静化したが、対立の火種は
くすぶっており、時間の経過とともに顕在化していった。しかもその抗争は、トーリ・ウィッグという枠組みを超えて、複雑な様相を呈していったのである。すなわち、革命後トーリはいくつか 議会内グループに分裂するという過程を辿った。①行政府の中枢に入って政権を担っていくグループ、②「事実上の」 （
de facto ）国王として、ウィ
リアムへの服従を消極的ながらも受け入れていくグループ、③国教会護持の立場から 非国教徒に対するウィリアムの寛容政策を批判するグループ、④ジェイムズ二世と直系の子孫こそが正統な国王であると見なして、その復位を目指すジェイムズ派＝ジャコバイト（
Jacobites ）と呼ばれるグループである。またウィッグの方も、①本来の
ウィッグの原理に則っ 宮廷に対して一定の距離を置き、王権 制限や議会主権の徹底 図ろうとするグループ（オールド・ウィッグ） 、②積極的に宮廷に接近 て、国王政府の要職に就こうとするグループ（コート・ウィッグ）の二つに分かれた。かくし これまでの ーリとウィッグという対立軸を残しつつも、それと交差する形で、宮廷＝コート（
C
ourt ）と地方ないし在野＝カントリ（
C
ountry ）という対立軸が現れ、それらが絡み合いながら名
誉革命後の政局は推移していったのであ
る
（（
（
。
　
さて、一六九五年に行われた総選挙ではウィッグが勝利を収め
た
（7
（
。政治の実権を握ったのは、権力を求めて宮廷
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に接近していたウィッグのコート派、つまり、ジャントと呼ばれるコート・ウィッグの若手リーダーたちであった。「ジャント」 （
Junto ）とは、会議を意味するスペイン語の
junta
に由来する言葉で、イングランドでは、私党・陰
謀団・秘密結社といっ ネガティヴな意味合いで用いられていた。ジャントを構成する政治家は必ずしも固定していたわけではないが、 九五年前後のメンバーはジョン・サマーズ （のちのサマーズ男爵） 、 チャールズ・モンタギュー（のちのハリファックス伯爵） 、トマス・ウォートン（のちのウォートン侯爵） 、エドワード・ラッセル（のちのオーフォード伯爵）の四名であった。このときサマーズは国璽尚書（
L
ord K
eeper of the G
reat Seal ） 、モンタギューは
財務府長官（
C
hancellor of the E
xchequer ） 、ウォートンは王室会計監査官（
C
om
ptroller of the H
ousehold ） 、ラッ
セルは海軍卿 （
F
irst L
ord of the A
dm
iralty ） のポストにあった
―
やがて彼らはスウィフトと知己になり、 サマー
ズに至っては、傑作『桶物語』を捧げられる仲にまでなる
―
。彼らは優れた政治手腕を発揮し、九五年前後の政
権中枢でコート派の実力者として権勢を振るっ
た
（（
（
。ちなみに、対仏戦争の巨額の戦費を調達するため一六九四年に
イングランド銀行（
B
ank of E
ngland ）が設立されているが、それに尽力したのは、国家財政の管理を担ったモンタ
ギューであった。　
しかしながら、一六九七年九月に「ライスワイク条約」 （
T
reaty of R
ysw
ick ）が締結されて、九年間に及ぶ「ア
ウグスブルク同盟戦争」 （
W
ar of the L
eague of A
ugsburg ）が終結する
と
（（
（
、ジャントに対する批判が噴出するよう
になった。とりわけその声は、常備軍問題を契機として一気に高まった。　
「常備軍」 （
standing arm
y ）とは、国王または国家により恒常的に維持される軍隊のことであ
る
（（1
（
。議会では、同
盟戦争終結とともに平時における常備軍保持の が大きな争点と っ
た
（（
（
。対仏戦争期におけるイングランドの陸
軍は、多い年で八万七〇〇〇を超す兵力を擁し、それを維持するために、毎年二〇〇万ポンド以上の費用を要してい
た
（（1
（
。この莫大な戦費を捻出するために政府が行ったのは、関税と消費税の強化、地租の導入、さらに前述したイ
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七一
ングランド銀行の設立であった。税負担は重く、平時における常備軍の削減は急務の課題であった。だが戦争が終わっても、軍隊の規模をできる限り維持していくというのがウィリアム三世とジャント政府の方針であった。フランスに対する根強い不信感と警戒心からである。なるほど、ルイ一四世はライスワイク条約によってウィリアムをイングランド、スコットランドおよびアイルランドの王として承認し、ウィリアムの敵を援助しないと約束していた
（（1
（
。にもかかわらず、ルイはフランスに亡命中のジェイムズ二世の支援を止めようとせず、領土拡張への野望を捨
てようともしなかった。そのため王と政府は、フランスとの戦争が再び起きるかもしれないこと 予感 ており、そうした懸念が常備軍維持という方針を らせていたのである。　
ウィリアム三世は、一六九七年一二月三日の議会開会式における国王演説で、現今の国際情勢を考えると、 「当面
のところイングランドは陸軍なしに安全ではあり得な
い
（（1
（
」と述べて、常備軍の必要性とその維持を強調した。そし
てこ 演説を契機として、常備 をめぐ 論戦が開始された。ウィリアムたちが必要と考える兵士の数は、少なくとも三万人であっ
た
（（1
（
。それに対して、野党カントリ派は大幅な削減を要求した。その主たる理由は、常備軍が国王
専制の道具となり、国民の自由 古来の国制が脅かされていると思われ からである。と同時に、常備軍を維持するために重税が課され 不満を募らせている地方の地主勢力（
landed 
interest ）を守るためでもあった。このとき
議会の論戦をリードしたのは、典型的なカントリ・ジェントルマンで、宮廷に対して一定の距離を置くカントリ・ウィッグ ロバート・ハーリーであった。ハーリーはのち トーリ穏健派に変わってトーリ政権を樹立 やがてスウィフトと密接な関係を持つことになる。ハーリーについての詳細は別稿に譲るとし 、彼の主張した削減案は一六八〇年の水準、す わち約八〇〇〇人にまで戻すというも であっ
た
（（1
（
。この提案は一八五対一四八で可決され
た
（（1
（
。そして九八年一月に行われた陸軍予算をめぐる審議でも、カントリ派は政府の提案した金額四〇万ポンドを三
五万ポンドにまで引き下げることに成功 であ
る
（（1
（
。
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七二
　
こうして、議会ではトーリとカントリ・ウィッグが常備軍問題を契機に攻勢を強めた。そして議会外でも、ジョ
ン・トレンチャード、ウォルター・モイル、アンドルー・フレッチャー、ジョン・トーランド、サミュエル・ジョンソ など、急進的ウィッグ（コモンウェルスマン）を含むカントリ派の著述家たちが、金融勢力（
m
oneyed 
interest ）と結びついたコート派の腐敗政治を論難しつつ、多くのパンフレットで常備軍の大幅な縮小ないし全廃を
主張し
た
（（1
（
。他方コート陣営も、ダニエル・デフォーを代表とする作家たちに常備軍擁護のパンフレットを書かせ
た
（11
（
。
かくして常備軍をめぐる論争は、議会の外でも、政界の党派抗争と密接に関わりながら「文書戦
争
（1
（
」と形容される
ほど熱 繰り広げられたのである。いわゆる「常備軍論争」 （
standing arm
y controversy ）であ
る
（11
（
。
　
議会の内外で攻撃にさらされたジャント政府は、しだいに弱体化していった。一六九八年七月に議会が解散さ
れ
（11
（
、
総選挙が行われた。党派別獲得議席数は、定数五一三のうち、トーリ二〇八、ウィッグ二四六、無所属五九であった
（11
（
。この数字だけを見れば、前回九五年のときと同様、ウィッグの勝利と言うことができるかもしれない。だ コー
トとカントリという対立軸から見れば、明らかにカントリ陣営 勝利であった。というのは、ウィッグにはカントリ派議員が含まれて たし、無所属の五九名も、その多くがカントリ派ないし独立 の議員であったからであ
る
（11
（
。
　
勢力を増大させたカントリ派は、新しい議会が開かれた直後から政府側を激しく攻め立てた。一六九八年一二月
一六日、ハーリーは常備軍の規模をさらに七〇〇〇人にまで削減し、入隊条件 「生粋 イ グランド臣民」に限るという動議を提出している。これは翌一七日に承認され
た
（11
（
。これによって、陸軍の大幅な戦力低下が避けられな
くなった。しかも多くのオランダ人将兵、とりわけ王の護衛に当たるオランダ人近衛兵を除隊させなければならなくなった。ウィリアムにとっては屈辱的であり そのショックは大き った。三日後の一二月二〇日、ホラント州の法律顧問（
G
rand P
ensionary ）であるアントニー・ハインシウスに、 「軍隊に関する議案が下院を通過したのがあ
まりにも悔しく、他の事柄を考えることなどと もできな
い
（11
（
」と書き送っている。このときウィリアムは、退位し
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七三
てオランダに戻りたいと側近に漏らしていたとさえ言われてい
る
（11
（
。
　
一六九九年五月四日に議会が休会となった。ウィリアム三世にとっては、実に「悲惨な会
期
（11
（
」であった。もちろ
ん、それはジャ トのメンバーたちも同様である。彼らは、カントリ派から常備軍の問題だけにとどまらず、行政権力の肥大化、恒常化する過重な税負担、イングランドよりもオラ ダの利益優先、キャプテン・キッドの海賊行為等々の問題をめぐって繰り返し攻撃されてい
た
（11
（
。そのためジャントはかつての勢いを失い、ウィリアム王との不
和も重なって、政権から次々と離れていくことになった。まず会期が終わった九九年五月に ラ・オーグの海戦の英雄であるオーフォード伯が海軍卿を、財政改革の立役者であるチャールズ・モンタギューが財務府長官を辞任している。 さらにモンタギュー その半年後、 す わち、 新しい会期が始まる前日の一一月一 日 第一大蔵卿 （
F
irst 
L
ord of the T
reasury ）のポストを、そして翌一七〇〇年四月には、ジャントの中心人物として国政を指導してき
たジョン・サマーズが、大法官（
L
ord C
hancellor ）―
国璽尚書であったサマーズは、九七年四月に大法官に任ぜ
られていた
―
を退いているのである。もっとも、政権から去ったのは彼らだけではない。正確にはジャントとは
言えないものの、国王の政策顧問で、かつてサマーズたちの登用を王に進言 サンダーランド伯チャールズ・スペンサーも宮内卿を辞め、同じく王に近いシュルーズベリ公チャールズ・トールボットも、ジャコバイトとの関係が疑われて一七〇〇年に公職から身を引いて る。 さらに、 ウィリアム王の最も信頼厚い側近で、 オランダ人 ポートランド伯ウィリアム・ベ ティンクも駐仏大使を辞している であ 。　
こうして、政権の中枢にいたジャントや実力者たちの多くが辞任に追い込まれた。権勢を振るったジャントの時
代も、ついに終焉を迎 たのであ
る
（1
（
。だがそれ以降も、彼らに対するカントリ派の攻撃が止むことはなかった。一
七〇〇年一二月 議会が解散さ 、翌年の一月から二月 かけて総選挙 行われた。トーリ二四九 ウィッグ二一九、無所属四五と う結果であっ
た
（11
（
。二月六日に議会が開会された。議長に選出されたのは、カントリ派の指導者
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ロバート・ハーリーであ
る
（11
（
。これによって、庶民院の主導権は完全にトーリに握られることになった。そしてこれ
が、つまり一党派による議会の支配が、やがてスウィフトに強い危機感を抱かせるようになるのである。　
⑵
　
ジャントの弾劾
　
庶民院で多数を確保したトーリは、政権から去ったジャントをさらに追い詰める作戦に出た。一七〇一年二月、
トーリ政権発足後最初の議会が開かれると、議会多数派は、スペインの領土分割をめぐってルイ一四世との間で結ばれた一六九八年と一七〇〇年の二つの秘密条約を取り上げ、それに関与した当時の閣僚たちを糾弾した。そ 矛先が向けられたのは、ポートランド伯、サマーズ男爵、オーフォード伯、ハリ ァックス男爵（チャールズ・モンタギュー）の四名であった。彼らは庶民院で弾劾決議され 貴族院で裁か ることになった。この弾劾問題についてはのちほど論じるとして、そもそも新しい議会で取り上げられた秘密条約とはどのよう ものであったのだろうか。この時期、スペイン王位継承問題はヨーロッパ最大の懸案であり、イングランドにとってもきわめて重要な外交課題であった。以下、条約締結に至る経緯を見ておこう。　　
ⅰ
　
スペイン分割条約
　
スペイン王のカルロス二世は生来心身が虚弱で、嗣子のないまま死去する可能性が高かった。そのため、広大な
領土を有するスペインの後継問題は、かねてからヨーロッパ諸国の関心の的であった。継承権は スペイン王家と姻戚関係にあるフランスのルイ一四世 神聖ロ マ皇帝レオポルト一世、およびバイエルン選帝侯マクシミリア二世エマヌエルが、 それぞれ後継候補を擁立してカルロスの生前か 自分たち 推す候補の正統性を主張していた。だが衰退の一途を辿っていたとはいえ、今なお海外に広大な領土を有するスペイン帝国であ 。いずれの候補が継
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承しようとも、スペインが併合されることによってヨーロッパの勢力均衡が崩れるのは必至であった。とりわけイングランドが恐れたのは、 大国フランスが継承権を獲得して、 フランスの覇権が確立すること そこでウィリアム三世は、オランダとともに、カルロ の死後はスペイン帝国を三候補の間で分割すべきことを主張し ルイは、カルロスの姉のマリー・テレーズ（一六八三年没） 妃に迎えていたことから王位継承権を頑強に ていたが、やがて態度を軟化させてイングランドと交渉することにした。　
フランスとの交渉は一六九八年三月から開始された。ヴェルサイユ宮殿でのイングランド側の外交代表は、ウィ
リアム三世の寵臣で、駐仏大使のポートランド伯であった。それ 並行し 、ケンジント 宮殿でも協議が進められ、ウィリアム自らが大使のタラール伯カミーユ・ドスタンと交渉した。ウィリアムは同年七月にオランダに渡り、そこでもタラール伯と折衝を続けている。 交渉は極秘のうちに進められ、 英国議会はもちろん、 大臣たちですらまったく知らされていなかった。ウィリアム 外 政策に関してはイ グランドの政治家 ちを信頼せず、もっぱらオランダか 連 きた側近を政策顧問として重用していた。その代表がポートランドであったのであ
る
（11
（
。
　
大臣たちがこの秘密交渉をはじめて知ったのは、協議が大筋合意に達した一六九八年八月下旬のことである。ま
ずオランダにいたポートランド伯が、ウィリアム三世の指示を受けて フ ス側との合意内容を記し 八月二四日付書簡を北部担当国務大臣 （
Secretary of State for the N
orthern D
epartm
ent ） のジェイムズ・ヴァーノンに送っ
た。その骨子は、バイエルン選帝侯の王子ヨーゼフ・フェルディナントが 本土、スペイン領ネーデルラント、サルディニア、西イ ド諸島を相続し、ルイ一四世の孫 ンジュー公フィリップ ナポリ王国、シチリア王国、トスカーナ大公国の五港湾都市とバスク地方 一部を獲得し、皇帝レオポ ト一世 次男カール大公がミ ノ公国領を相続するというも であっ
た
（11
（
。ヨーゼフ・フェルディナントは王位継承順位が高く、またスペイン王位をフラ
ンスでもオーストリア（神聖ローマ帝国）でもなく、小国バ エルン選帝侯に相続させれば、ヨーロッパの勢力バ
岡　法（68―１） 76
七六
ランスが大きく崩れることはないという考えから導き出された結論で、それ自体合理的な判断であった。そしてこの書簡が出された翌二五日、今度はウィリアム三世が、ジャントの大法官ジョン・サマーズに書状を送 の中でウィリアムは、 「スペイン王 一〇月より先は生き延びることができない」 だろう。 「一刻の猶予も許されない」ほど状況は緊迫しているから、ポートランド伯のヴァーノン宛書簡に記された協定案を信頼できる少数の者で検討し、内容に異存がなければ 全権委任状に国璽を押印して氏名欄を空白 したまま送付してもらいたい、と 指示を出 た。そしてこれは極秘事項であることを強調する を忘れなかっ
た
（11
（
。
　
ウィリアムの書簡を受け取ったサマーズは、 直ちに第一大蔵卿のチャールズ・モンタギュー、 海軍卿のオーフォー
ド伯、南部担当国務大臣（
Secretary of State for the Southern D
epartm
ent ）のシュルーズベリ公、および前出の
ジェイムズ・ヴァーノンと協議した。そして八月 八 付の国王宛書簡で、戦争を回避するためにはフランスとの話し合いの必要性は認めつつも、分割協定を結んだところでフ スがそれを守らなければ何の意味も持たないこと、また個々 条項 見ても、た えばシチリア王国がフランス 割譲されれば、イングランドの地中海貿易が脅かされることになるとして、協定 強い懸念を示したのであっ
た
（11
（
。しかしサマーズたちは、王の賢明な判断に
期待し、最終的にはそれに従うと て ウィリアムの指 どおり、名前の欄を空白にしたまま国璽の押された全権委任状を送付したのである。一六九八年一〇月一一日（新暦） 、オランダ ハーグにお て イングランド、フランス、オランダの間で条約が締結された。いわゆる「第 次分割条約」 （
F
irst P
artition T
reaty ）であ
る
（11
（
。イングラン
ドを代表して署名したのは、ポートランド伯と駐ハーグ大使のサー・ジョゼ ・ウィリアムソンであっ
た
（11
（
。
　
こうして、スペインの王位継承をめぐる懸案事項はひとまず決着した。前述したように、ヨーロッパの勢力均衡
を維持するという点では妥当な着地点であった。ところが この条約は最初から大きな問題を抱えていた。というのは、皇帝もカルロス二世も交渉の蚊帳の外に置かれ、あくまでも英仏蘭三カ国だけの取り決めでしか かったか
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らである。そのため秘密条約が明らかになるや、オーストリアもスペインも激しく反発した。とりわけ、領土を分割しないことを至上命題としていたスペイン宮廷の反発は激しかった。一六九八年一一月一四日（新暦） カルロスはバイエルンの王子ヨーゼフ・フェルディナントをスペインの王位継承者とし、彼に全領土を相続させるという遺言状に署名 て る。領土分割は許さな という確固たる意志の表明であ そのため、条約は大きな壁に直面した。だが、条約締結から四カ月後の一六九九年二月六日（新暦）にいっそう大きな壁 すなわち、条約そのものが完全に死文と化す事態が起こった。当 ヨーゼフ・フェルディナントが七歳 急逝したのである。この報に接したウィリアム三世は 「われわれは複雑な迷路に入ってしまっ
た
（11
（
」と嘆息している。
　
この予期せぬ事態を受けて、ウィリアム三世とルイ一四世は改めて交渉を行うことにした。協議は、ロンドンで
はウィリアムとタラール伯との間で、ヴェルサイユでは、外務大臣トルシー侯ジャ ＝バティスト・コルベールと駐仏大使ジャージ伯エドワード・ヴィリアーズとの間で行われた。一六九九年六月に基本合意が成立、翌 七〇〇年三月三日（旧暦二月二一日）に、ロンドンでイングランドとフランスの代表が、三 二五日（旧暦一四日）にはハーグでオランダの代表 署名して正式に新しい条約が締結された。 「第二次分割条約」 （
Second P
artition T
reaty ）
である。このときイングランドを代表して署名 たのは、ポートランド伯とジャージ伯であった。条約の骨子は、死去したバイエルン王子に代わってカール大公がスペイ 本土、スペイ 領ネ デルラント、および西インド諸島を継承し、フランス アンジュー公フ ップが先の条約と同様 イタリアにおけるスペイ 領を相続するというものであった。 だしフラ スには、カール大公が受け継ぐこ になっていたミラノ公国領をロレーヌ公に譲り、その補償として、ロレ ヌ公国領を得るという条件が付けられてい
た
（1
（
。第一次分割条約をベースになされたこの協
定によって、ヨーロッパにおける勢力均衡が維持されること なった。そして戦争 脅威も、ひとまず回避される運びとなったのである。
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さて、以上が一六九八年と一七〇〇年にスペイン分割条約が締結された経緯であ
る
（11
（
。前述したように、 「第一次分
割条約」はわずか四カ月後に無効となった。そして改めて合意点を見出した「第二次分割条約」も、ルイ一四世に反故にされて空文化する運命にあった。しかもそのことが、多くの国 巻き込み、長期にわたって行われたスペイン継承戦争を引き起こす要因の一つ なったことは歴史が示しているとおりである。ヨーロッパの国際関係史における重要な出来事の一つであった。スペイン継承戦争 、実はスウィフトも無関係ではあり得なかっ 。それゆえわれわれも、この戦争に折に触れて言及することになるが、さしあたり次項では、この秘密条約がイングランドにおいてジャントの弾劾という大きな政治問題を惹起した経緯を見ていこう。
（１）
　
W
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L
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L
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T
o Settle the Succession of the State: L
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L
ondon: M
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ayton, 
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O
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xford U
niversity P
ress, 
（00（ ）, esp. pp. （（-（（.
（３）
　
J. R
. Jones, T
he F
irst W
higs: T
he P
olitics of the E
xclusion C
risis, 1678-1683 （
L
ondon: O
xford U
niversity P
ress, （（（（ ）; 
R
obert W
illm
an, “T
he O
rigins of ʻW
higʼ and ʻT
oryʼ in E
nglish P
olitical L
anguage, ” H
istorical Journal, （7/（ （
（（7（ ）, （（7-（（; 
松園伸『イギリス議会政治の形成
―
「最初の政党時代」を中心に』 （早稲田大学出版部、一九九四年） 。
（４）
　
詳しくは、
H
. T
. D
ickinson, L
iberty and P
roperty: P
olitical Ideology in E
ighteenth-C
entury B
ritain （
L
ondon: M
ethuen, （（7（ ）, 
pp. 
（（-（0 （田中秀夫監訳『自由と所有
―
英国の自由な国制はいかにして創出されたか』ナカニシヤ出版、二〇〇六年、四
―八九頁）を参照。
（５）
　
Julian H
oppit, A
 L
and of L
iberty?: E
ngland, 1689-1727 （
O
xford: O
xford U
niversity P
ress, （000 ）, pp. （（（-（（.
（６）
　
この時代のトーリとウィッグ、およびコートとカントリについては以下を参照。
B
. W
. H
ill, T
he G
row
th of P
arliam
entary 
P
arties, 1689-1742 （
L
ondon: G
eorge A
llen &
 U
nw
in, （（7（ ）, pp. （（-（0; J. P
. D
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. K
enyon, R
evolutin P
rinciples: T
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olitics 
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of P
arty, 1689-1720 （
C
am
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am
bridge U
niversity P
ress, （（77 ）; D
avid H
ayton, “T
he ʻC
ountryʼ Interest and the P
arty 
System
, （（（（-c. （7（0, ” in P
arty and M
anagem
ent in P
arliam
ent, 1660-1784, ed. C
lyve Jones （
L
eicester: L
eicester U
niversity 
P
ress; N
ew
 Y
ork: St. M
artinʼs P
ress, （（（（ ）, pp. （7-（（; idem
, “T
he P
olitics of the H
ouse, ” in T
he H
istory of P
arliam
ent: T
he 
H
ouse of C
om
m
ons, 1690-1715, ed. E
veline C
ruikshanks, Stuart H
andley, and D
. W
. H
ayton, （ vols. （
C
am
bridge: C
am
bridge 
U
niversity P
ress, （00（ ）, I, pp. （（（-（（; G
eoffrey H
olm
es, B
ritish P
olitics in the A
ge of A
nne, rev. edn. （
L
ondon: H
am
bledon 
P
ress, （（（7 ）; D
ickinson, L
iberty and P
roperty, pp. （（-（（（ （田中監訳、四―一一七頁）
. なお、トーリとウィッグのグループ分け
は、辻本諭「イングランドにおける常備軍の成立
―
ウィリアム三世期の常備軍論争」 （ 『歴史学研究』第八一九号、二〇〇六
年） 八頁から示唆を得ている。
（７）
　
議員定数五一三のうち、トーリの獲得議席数は二〇三、ウィッグ二五七、無所属五三であった。
C
ruikshanks, H
andley, and 
H
ayton （
eds. ）, H
ouse of C
om
m
ons, I, p. （（（; H
oppit, L
and of L
iberty?, p. （（（.
（８）
　
K
eith F
eiling, A
 H
istory of the T
ory P
arty, 1640-1714 （
O
xford: C
larendon P
ress, （（（（ ）, pp. （07-（（; H
ayton, “T
he P
olitics 
of the H
ouse ” in H
ouse of C
om
m
ons, I, pp. （（（-（（（; H
enry H
orw
itz, P
arliam
ent, P
olicy and P
olitics in the R
eign of W
illiam
 
III （
M
anchester: M
anchester U
niversity P
ress, （（77 ）, pp. （0（-（（; H
oppit, L
and of L
iberty?, pp. （（（-（（.
（９）
　
名誉革命後のイングランドは、安定の時代を迎えたものの決して平和な時代ではなく、一六八九年から九七年まで、また一
七〇二年から一三年までフランスと戦争状態にあった。前期の戦争について言えば、フランスのルイ一四世の侵略に危機感を抱いた神聖ローマ皇帝レオポルト一世は、一六八六年七月 スペイン、スウェーデンおよびドイツ諸侯たちとの間で「アウグスブルク同盟」 （
L
eague of A
ugsburg ）を結んだ。しかしルイは、プファルツ選帝侯家に男子相続者が絶えると、王位継承権
と領土を要求して八八年九月に同選帝侯領に侵攻、いわゆる「アウグスブルク同盟戦争」が起こった。そこで皇帝は、イングランドとオランダ（ネーデルラント連邦共和国）を加えて新たに大同盟（
G
rand A
lliance ）を結成、かくして反フランス同盟
は全ヨーロッパ的規模のものとなった。なかでもフランスと積極的に対峙した は 名誉革命によって王位に就いたばかりウィリアム三世であっ 。ウィリアムにとって、フランスはオラ ダ総督時代からの宿敵であり、しかもルイが、王位奪回を狙うジェイムズ二世のアイルランド上陸を公然と支援していたからであ 。
　　　
ルイ一四世打倒に執念を燃やすウィリアム三世は、自ら軍を率いてその指揮に当 った。しかしヨーロッパ最強を誇るフラ
ンス軍に対抗し得ず、 モンス （
M
ons ） 、 ナミュール （
N
am
ur ） 、 ステーンケルケ （
Steenkerque ） 、 ネールウィンデン （
N
eerw
inden ） 、
シャルルロワ（
C
harleroi ）など、多くの戦闘で敗北を重ねた。戦況は海上においても同様であった。海洋国家を自認するイン
グランドは、オランダとともに一六九二年五月 ラ・オーグの海戦（
B
attle of L
a H
ogue ）でこそ勝利したものの、九〇年七
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月のビーチ・ヘッドの海戦（
B
attle of B
eachy H
ead ）や九三年六月のラゴスの海戦（
B
attle of L
agos ）などで敗北した。その
ため、 イングランドは期待していたほどの戦果を上げることができなかった。 だがフランスも決定的な勝利を得るには至らず、戦争が長期化するにつれて、双方の側でしだいに和平への機運が高まった。その結果、九七年九月のライスワイク条約で、九年間に及ぶ戦争はひとまず終結することとなったのである（
C
harles Jenkinson [ed.], A
 C
ollection of A
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reaties of P
eace, 
A
lliance and C
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m
erce betw
een G
reat-B
ritain and O
ther P
ow
ers, from
 the T
reaty Signed at M
unster in 1648 to the T
reaties 
Signed at P
aris in 1783, （ vols. [L
ondon, （7（（], I, pp. （（（-（0（ ） 。この戦争の原因や戦局の推移等については、さしあたり以下
を参照。
J. R
. Jones, C
ountry and C
ourt: E
ngland 1658-1714 （
L
ondon: E
dw
ard A
rnold, （（7（ ）, pp. （（（-7（; D
erek M
cK
ay and 
H
. M
. Scott, T
he R
ise of the G
reat P
ow
ers, 1648-1815 （
L
ondon: L
ongm
an, （（（（ ）, pp. （（-（（; H
oppit, L
and of L
iberty?, pp. 
（0-（（, 
（（-（0（; 
浜林正夫『イギリス名誉革命史（下） 』 （未来社、一九八三年） 、二四一―四三頁、友清理士『イギリス革命史
 
（下）
―
大同盟戦争と名誉革命』 （研究社、二〇〇四年） 、一七五―九七、二一〇―二四頁。
（
（0）　
一六、一七世紀のヨーロッパで起こった「軍事革命」 （
m
ilitary revolution ）は、戦争の性格や戦術を大きく変え、軍事作戦
の複雑化、広域化、戦争の長期化などをもたらした。その結果、教練と一体化した作戦行動が重視され、良き訓練を受けた規律ある兵士が求められるようになった。そしてそれ ともに 各国は次々と常備軍を設けるようになった。この点については、John B
rew
er, T
he Sinew
s of P
ow
er: W
ar, M
oney and the E
nglish State, 1688-1783 （
C
am
bridge, M
ass.: H
arvard U
niversity 
P
ress, （（（0 ）, pp. 7-（ （大久保桂子訳『財政＝軍事国家の衝撃
―
戦争・カネ・イギリス国家
 一六八八―一七八三』名古屋大
学出版会、二〇〇三年 一七頁）を参照。なお、ジョン・チャイルズによれば、西ヨーロッパで常備軍 設けら のは、ウェストファリア条約が締結された一六四八年から一七一四年 間であった。
John C
hilds, A
rm
ies and W
arfare in E
urope, 1648-
1789 （
M
anchester: M
anchester U
niversity P
ress, （（（（ ）, p. （0.
　　　
こうして、ヨーロッパの国々で常備軍が設けられるようになった。しかし、イングランドにあっては事情は異なる。なぜな
らば、大陸の諸国では戦争が頻繁に繰り返さ たのに対して、イングラ ドは国際紛争に関与せず、長き わたって平和のうちにあった。そのため、一五世紀後半から 世紀の後半まで常備軍 持つ時期がほとんどなく、州単位に編成された「民兵隊」 （
m
ilitia ） 、もしくは民兵隊の中から資質のある者を選抜して特別の装備と訓練を施した「訓練部隊」 （
trained bands ）が存
在するにすぎなかったからである（
B
rew
er, Sinew
s of P
ow
er, p. （. 大久保訳、一九頁） 。ところが、一六八八年を境に軍事活動
は大きく変化する。それまでとは異なって、イングランドはヨーロッパ諸国と頻繁に交戦するよう なり、その期間も長期に及ぶようになった。かくしてイングランドも軍事革命を経験し 常備軍を持つに至ったの る イングランドの軍事革命ついて 、
M
ichael J. B
raddick, “A
n E
nglish M
ilitary R
evolution? ” H
istrical Journal, （（/（ （
（（（（ ）, （（（-7（; idem
, State F
orm
ation 
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八一
in E
arly M
odern E
ngland, c. 1550-1700 （
C
am
bridge: C
am
bridge U
niversity P
ress, （000 ）, pp. （（（-（（ が参考になる。ただし、
革命の始期は一六四〇代とされている。
　　　
イングランドが常備軍を持ったのは、正確に言えば一六六一年である。前年の六〇年九月に、クロムウェルの旧共和国軍を
解散させる法律が成立しているが、それはあくまでも形式的な解散であり、旧軍は引き続き国王軍、すなわち「近衛連隊および要塞守備隊」 （
G
uards and G
arrison ）として再編成された。これがイングランドにおける常備陸軍の始まりである。旧共和
国軍の から新たな国王軍の編成までの経緯については、
L
ois G
. Schw
oerer, “N
o Standing A
rm
ies ! ”: T
he A
ntiarm
y Ideology 
in Seventeenth-C
entury E
ngland （
B
altim
ore: Johns H
opkins U
niversity P
ress, （（7（ ）, chap. V
を参照されたい。 また、
Jam
es Scott 
W
heeler, T
he M
aking of a W
orld P
ow
er: W
ar and the M
ilitary R
evolution in Seventeenth-C
entury E
ngland （
G
loucestershire: 
Sutton, （（（（ ）は、イングランドにおける軍事革命と常備軍を包括的に論じていて有益である。なお、本注釈は、拙稿「ウォル
ポール時代のピット（下―一）
―
チャタム伯ウィリアム・ピット研究（Ⅴ） 」 （ 『岡山大学法学会雑誌』第五七巻第一号、二
〇〇七年） 、三、一三―一四頁の記述と一部重複していることをお断りしておく。
（
（（）　
一六八九年に制定された「権利章典」 （
B
ill of R
ights ）と「軍律法」 （
M
utiny A
ct ）によって、軍事に関する国王大権に一定
の制限が加えられ、それまで常備軍を独占的に管理していた国王も、議会の承認なしにそれを維持することは事実上できなくなっていた。
（
（（）　
海軍を含めると、 兵力は最大で一二万超、 費用約四八〇万ポンドであった。
C
hris C
ook and John Stevenson, B
ritish H
istorical 
F
acts, 1688-1760 （
L
ondon: M
acm
illan, （（（（ ）, pp. （70-7（; Jerem
y G
regory and John Stevenson, T
he L
ongm
an C
om
panion to 
B
ritain in the E
ighteenth C
entury, 1688-1820 （
L
ondon: L
ongm
an, （000 ）, pp. （（（, （（（.
（
（（）　
T
he H
istory and P
roceedings of the H
ouse of L
ords from
 the R
estoration in 1660 to the P
resent T
im
e, （ vols. （
L
ondon, 
（7（（-（（ ）, I, p. （（7; Jenkinson （
ed. ）, C
ollection of T
reaties, I, pp. （（（-（00.
（
（（）　
T
he P
arliam
entary H
istory of E
ngland, from
 the E
arliest P
eriod to the Y
ear 1803, （（ vols. （
L
ondon: T
. C
. H
ansard, （（0（-
（0 ）, V
, p. （（（（. （以下、
P
arl. H
ist. と略記
（
（（）　
W
illiam
 III to the E
arl of P
ortland （
（ N
ov. （（（7 ）, L
etters of W
illiam
 III and L
ouis X
IV
 and of their M
inisters: Illustrative of 
the D
om
estic and F
oreign P
olitics of E
ngland from
 the P
eace of R
ysw
ick to the A
ccession of P
hilip V
 of Spain, 1697 to 1700, 
ed. P
aul G
rim
blot, （ vols. [L
ondon, （（（（], I, p. （（（.
（
（（）　
W
illiam
 III to the P
ensionary H
einsius （
（0/（0 D
ec. （（（7 ）, ibid., I, p. （（（; P
arl. H
ist., V
, p. （（（7; H
ardy and B
ateson （
eds. ）, 
C
alendar of State P
apers, V
III （
（（（7 ）, pp. （0（-（07; H
orw
itz, P
arliam
ent, P
olicy and P
olitics in the R
eign of W
illiam
 III, p. 
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八二
（（（; H
oppit, L
and of L
iberty?, p. （（（.
（
（7）　
Journals of the H
ouse of C
om
m
ons, X
II, p. （.
（
（（）　
当初、政府は約一万五〇〇〇人の兵士を保持するのに必要とされる五〇万ポンドを希望していた。それに対して、ハーリー
が主導する野党カントリ派の主張は三〇万ポンドであった。最終的に決着した三五万ポンドは、約一万の兵士（騎兵四〇〇〇人、歩兵六〇〇〇人）を保持するのに相当する金額
H
ardy and B
ateson （
eds. ）, C
alendar of State P
apers, IX
 （
（（（（ ）, 
pp. （（-（（; Jam
es V
ernon to the D
uke of Shrew
sbury （
（（ Jan. （（（（ ）, L
etters Illustrative of the R
eign of W
illiam
 III from
 
1696 to 1708: A
ddressed to the D
uke of Shrew
sbury by Jam
es V
ernon, E
sq., ed. G
. P
. R
. Jam
es, （ vols. （
L
ondon, （（（（ ）, I, pp. 
（（0-（（ （以下、
L
etters of V
ernon と略記）
; W
illiam
 III to the P
ensionary H
einsius （
（（/（（ Jan. （（（（ ）, L
etters of W
illiam
 III and 
L
ouis X
IV
, ed. G
rim
blot, I, pp. （（（-（（; H
orw
itz, P
arliam
ent, P
olicy and P
olitics in the R
eign of W
illiam
 III, p. （（（.
（
（（）　
たとえば、以下のようなパンフレットである。
John T
renchard and W
alter M
oyle, A
n A
rgum
ent Shew
ing that a Standing 
A
rm
y is Inconsistent w
ith a F
ree G
overnm
ent and A
bsolutely D
estructive to the C
onstitution of the E
nglish M
onarchy 
（
L
ondon, （（（7 ）; John T
renchard, A
 Short H
istory of Standing A
rm
ies in E
ngland （
L
ondon, （（（（ ）; W
alter M
oyle, T
he Second 
P
art of an A
rgum
ent Shew
ing that a Standing A
rm
y is Inconsistent w
ith a F
ree G
overnm
ent, and A
bsolutely D
estructive to the 
C
onstitution of the E
nglish M
onarchy （
L
ondon, （（（7 ）; A
ndrew
 F
letcher, A
 D
iscourse of G
overnm
ent w
ith R
elation to M
ilitia
sʼ 
（
E
dinburgh, （（（（ ）
; John T
oland, T
he M
ilitia R
eform
dʼ; or A
n E
asy Schem
e of F
urnishing E
ngland w
ith a C
onstant L
and-
F
orce, C
apable to P
revent or to Subdue any F
orein P
ow
er, and to M
aitain P
erpetual Q
uiet at H
om
e, w
ithout E
ndangering the 
P
ublick L
iberty （
L
ondon, （（（（ ）; Sam
uel Johnson, A
 C
onfutation of a L
ate P
am
phlet Intituled, A
 L
etter B
allancing the 
N
ecessity of K
eeping a L
and-F
orce in T
im
es of P
eace （
L
ondon, （（（（ ）.
（
（0）　
常備軍に賛成するデフォーのパンフレットは次の三点である。
D
aniel D
efoe, Som
e R
eflections on a P
am
phlet L
ately P
ublish
dʼ, 
E
ntituled, A
n A
rgum
ent Shew
ing that a Standing A
rm
y is Inconsistent w
ith a F
ree G
overnm
ent and A
bsolutely D
estructive to 
the C
onstitution of the E
nglish M
onarchy （
L
ondon, （（（7 ）; A
n A
rgum
ent Shew
ing that a Standing A
rm
y, w
ith C
onsent of 
P
arliam
ent, is not Inconsistent w
ith a F
ree G
overnm
ent （
L
ondon, （（（（ ）; A
 B
rief R
eply to the H
istory of Standing A
rm
ies in 
E
ngland （
L
ondon, （（（（ ）.
（
（（）　
J. G
. A
. P
ocock, T
he M
achiavellian M
om
ent: F
lorentine P
olitical T
hought and the A
tlantic R
epublican T
radition, w
ith a 
N
ew
 A
fterw
ord by the A
uthor （
P
rinceton: P
rinceton U
niversity P
ress, （（7（ ）, p. （（（ （田中秀夫・奥田敬・森岡邦泰訳『マキア
ヴェリアン・モーメント
―
フィレンツェの政治思想と大西洋圏の共和主義の伝統』名古屋大学出版会、二〇〇八年、三六
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.
（
（（）　
この論争については以下を参照。
A
rnold M
iller, “Som
e A
rgum
ents U
sed by E
nglish P
am
phleteers, （（（7-（700, C
oncerning 
a Standing A
rm
y, ” JM
H
, （（/（ （
（（（（ ）, （0（-（（; J. R
. W
estern, T
he E
nglish M
ilitia in the E
ighteenth C
entury: T
he Story of a 
P
olitical Issue, 1660-1802 （
L
ondon: R
outledge &
 K
egan P
aul; T
oront: U
niversity of T
oront P
ress, （（（（ ）, pp. （（-（0（; L
ois G
. 
Schw
oerer, “T
he L
iterature of the Standing A
rm
y C
ontroversy, （（（7-（（（（, ” H
L
Q
, （（/（ （
（（（（ ）, （（7-（（（; idem
, “N
o Standing 
A
rm
ies !, ” chap. V
III; C
aroline R
obbins, T
he E
ighteenth-C
entury C
om
m
onw
ealthm
an: Studies in the T
ransm
ission, D
evelopm
ent, 
and C
ircum
stance of E
nglish L
iberal T
hought from
 the R
estoration of C
harles II until the W
ar w
ith the T
hirteen C
olonies 
（
Indianapolis: L
iberty F
und, （（（7 ）, pp. （（-（0（; P
ocock, M
achiavellian M
om
ent, pp. （（（-（7 （田中他訳、三六五ー六六頁）
; J. A
. 
D
ow
nie, R
obert H
arley and the P
ress: P
ropaganda and P
ublic O
pinion in the A
ge of Sw
ift and D
efoe （
C
am
bridge: C
am
bridge 
U
niversity P
ress, （（7（ ）, pp. （（-（（; D
ickinson, L
iberty and P
roperty, pp. （7, （0（-（0（ （田中監訳、九六、一〇三―一〇五頁）
; 辻
本「イングランドにおける常備軍の成立」一―二二頁、野原慎司「一七世紀末イングランド常備軍論争
―
商業と国制」 （ 『イ
ギリス哲学研究』第三〇号、二〇〇七年） 、 一一―二四頁、村松茂美『ブリテン問題とヨーロッパ連邦
―
フレッチャーと
初期啓蒙』 （京都大学学術出版会、二〇一三年） 、四五―七六頁。
（
（（）　
一六九四年に成立した「三年議会法」 （
T
riennial 
A
ct ）によって、一議会は三年以上続いてはならないと定められていた。
この法の政治的意義については、
H
olm
es, B
ritish P
olitics in the A
ge of A
nne, pp. （（（-（（ を参照。
（
（（）　
C
ruikshanks, H
andley, and H
ayton （
eds. ）, H
ouse of C
om
m
ons, I, p. （（0.
（
（（）　
Ibid., pp. （（0-（（.
（
（（）　
P
arl. H
ist., V
, pp. （（（（-（（; Jam
es V
ernon to the D
uke of Shrew
sbury （
（7 D
ec. （（（（ ）, L
etters of V
ernon, II, pp. （（（-（7.
（
（7）　
W
illiam
 III to the P
ensionary H
einsius （
（0/（0 D
ec. （（（（ ）, L
etters of W
illiam
 III and L
ouis X
IV
, ed. G
rim
blot, II, p. （（（.
（
（（）　
G
ilbert B
urnet, H
istory of H
is O
w
n T
im
e, w
ith N
otes by the E
arls of D
artm
outh and H
ardw
icke, Speaker O
nslow
, and D
ean 
Sw
ift, （ vols. （
O
xford, （（（（ ）, IV
, p. （（0.
（
（（）　
W
illiam
 III to the P
ensionary H
einsius （
（（ A
pr./7 M
ay （（（（ ）, L
etters of W
illiam
 III and L
ouis X
IV
, ed. G
rim
blot, II, p. （（（.
（
（0）　
これらのうち、キャプテン・キッドの件のみ簡単に述べておこう。スコットランド出身とされるキッドは、渡米して私掠船
（
privateer ）の船長になった。イングランドと戦争状態にあるフランスの船舶を拿捕するなどしたことから、北米植民地でそ
の名が知られるようになった。手腕が認められたキッドは、一六九五年にニューイングランド総督の推薦により、政府からインド洋で跋扈している海賊の討伐を命ぜられ、 海賊の根拠地であるマダガスカル島に向かった。 ところが、 彼自身が海賊になっ
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てしまったのである。九九年にボストン入港とともに捕えられ、ロンドンに送致された。一七〇一年に裁判にかけられ、絞首刑に処せられている。 この問題は議会でも取り上げられ、 キッドに私掠免許を与えた政府の責任が厳しく追及されたのである。Journals of the H
ouse of C
om
m
ons, X
III, pp. （（-（（; H
orw
itz, P
arliam
ent, P
olicy and P
olitics in the R
eign of W
illiam
 III, pp. 
（（（-（（, （（（-（7.
（
（（）　
ウィリアム三世は政局を安定させるため、ウィッグに傾いていた政権運営を見直し、一七〇〇年一一月から一二月にかけて
新たにトーリの三名を、すなわち、サー・チャールズ・ヘッジズを北部担当国務大臣に、シドニー・ゴドルフィンを第一大蔵卿に、ロチェスター伯をアイルランド総督に任命している。
（
（（）　
C
ruikshanks, H
andley, and H
ayton （
eds. ）, H
ouse of C
om
m
ons, I, pp. （（（-（（.
（
（（）　
前任の議長は、ウィッグのサー・トマス・リトルトンであった。
（
（（）　
ポートランド伯はオランダの貴族出身で、少年のときにオラニエ家に入って以来、ウィレム三世（ウィリアム三世）の親友
として、また側近として彼を支え続けた。ウィレムとメアリの婚儀を整えたばかりか、名誉革命を成功させるためにも奔走している。一六八九年 は、それまでの功績が認められてイングランド貴族に叙される ともに、枢密院議員にも任命されて、王の政策顧問として大きな役割を果たした。名誉革命に至るまで 政治過程や革命後のウィリアムの統治 考えるうえに、ポートランドはきわめて重要な人物である。政治・外交活動を中心 ポートランドを伝記的に論じたものはいくつかあるが、ここでは新旧の次の二点を挙げるにとどめる。
M
arion E
. G
rew
, W
illiam
 B
entinck and W
illiam
 III （
P
rince of O
range ）: T
he 
L
ife of B
entinck, E
arl of P
ortland from
 the W
elbeck C
orrespondence （
N
ew
 Y
ork, A
ppleton, （（（（ ）; D
avid O
nnekink, T
he 
A
nglo-D
utch F
avourite: T
he C
areer of H
ans W
illem
 B
entinck, 1st E
arl of P
ortland （
（（（（-（70（ ） （
A
ldershot: A
shgate, （007 ）.
（
（（）　
T
he E
arl of P
ortland to Jam
es V
ernon （
（（ A
ug. （（（（ ）, L
etters of W
illiam
 III and L
ouis X
IV
, ed. G
rim
blot, II, pp. （（（-（0.
（
（（）　
W
illiam
 III to the L
ord C
hancellor Som
ers （
（（ A
ug. （（（（ ）, ibid., pp. （（（-（（.
（
（7）　
T
he L
ord C
hancellor Som
ers to W
illiam
 III （
（（ A
ug./ Sep. （, （（（（ ）, ibid., pp. （（（-（（; Journals of the H
ouse of C
om
m
ons, 
X
III, pp. （（（-（（.
（
（（）　
Jenkinson （
ed. ）, C
ollection of T
reaties, I, pp. （0（-（（; G
rim
blot （
ed. ）, L
etters of W
illiam
 III and L
ouis X
IV
, II, A
ppendix I, 
pp. （（（-（（. この条約は、 「ハーグ条約」 （
T
reaty of T
he H
ague ）とも称せられる。
（
（（）　
C
hester K
irby, “T
he F
our L
ords and the P
artition T
reaty, ” A
m
erican H
istorical R
eview
, （（/（ （
（（（7 ）, （77-（0 は、分割条約
締結前後の四名のウィッグ貴族の動向を詳細に論じており、現在でも価値を失っていない。
（
（0）　
W
illiam
 III to the P
ensionary H
einsius （
（（ Jan./ （0 F
eb. （（（（ ）, L
etters of W
illiam
 III and L
ouis X
IV
, ed. G
rim
blot, II, p. 
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（（（.
（
（（）　
T
he M
anuscripts of the H
ouse of L
ords （
1699-1702 ）, new
 ser., （（ vols. （
L
ondon: H
M
SO
, （（00-77 ）, IV
, pp. （（（-（（; Jenkinson 
（
ed. ）, C
ollection of T
reaties, I, pp. （（（-（（; L
etters of W
illiam
 III and L
ouis X
IV
, ed. G
rim
blot, II, A
ppendix II, pp. （（（-（07; 
A
ndrew
 B
row
ning （
ed. ）, E
nglish H
istorical D
ocum
ents, vol. V
III: 1660-1714 （
L
ondon: E
yre &
 Spottisw
oode, （（（（ ）, pp. （（7-
7（.
（
（（）　
スペイン分割条約をめぐるイングランドの外交を記述するにあたっては、以下の文献に多くを負っている。
H
orw
itz, 
P
arliam
ent, P
olicy and P
olitics in the R
eign of W
illiam
 III, pp. （（0-（（, （77-7（; Jones, C
ountry and C
ourt, pp. （（（-（7; H
oppit, 
L
and of L
iberty?, pp. （0（-（0（; 友清理士『スペイン継承戦争
―
マールバラ公戦記とイギリス・ハノーヴァー朝誕生史』 （彩
流社、二〇〇七年） 、一一―二〇頁。
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